
人口と世帯（平成29年5月1日現在）1,660世帯（+9）男2,240人（±0）女2,344人（-9）計4,584人（-9）
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片品中学校　入学式 !!

おしらせ（轟音玉講習会開催　他） 10 ～ 16

　４月７日（金）片品中学校の入学式が行われ
ました。
　新入生の皆さんは、新しい制服に身を包み、
少し緊張していた様子でした。
　新入生の皆さん大変おめでとうございまし
た。元気に学校生活を送りましょう！

（撮影：４月７日）

5

おしどり夫婦・窓口から 18

ニュース（感謝状贈呈　他） 6～ 7
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特集 !!（交流連携拠点施設建設） 2～ 5

教育・生涯学習 8 ～ 9
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◉ 若いころの思い出
　《昔は、夏は百姓・養豚・養蚕などいろいろな仕事をした。
冬は、炭焼きをしていて、スキー場が出来てからは、スキー
場のスタッフとして手伝いをしていた。昔のスキー場は、
バスが数十台も駐車しリフトは３０分以上待って滑って
いたよ。》と武功さん。
　カツさんは、《家事をやりながら、一緒になって働いて
いた。両親が家のことをしてくれるので、働くことが出
来た。家族の支えがあったから、ここまでやってこられ
たね。》と笑顔で話してくれました。

おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
星野　武功さん (80)・カツさん (80)　ご結婚されて５９年　お住まい（花咲）
２１歳・２１歳当時　（昭和３２年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　《少し前までグラウンドゴルフを行っていたが、今はい
きいきクラブに通っている。いろいろな人とおしゃべり
ができるから、今の楽しみの一つだね。》とカツさん。
　武功さんは、《今は、花や野菜の苗を育てている。今年
の４月は忙しかったが、これから夏にかけてもっと忙し
くなる。元気な間は、しっかり働きたいね。内孫４人に
恵まれて、幸せな老後を過ごさせてもらっているよ。》と
若々しく話してくれました。

利根沼田医師会 休日夜間急患診療所
沼田利根医師会地域医療センター

日曜、祝日、年末年始（12/31～ 1/3）
午前9:45～11:30　午後1:00～ 3:30
※年末年始は午後2:30まで

毎週火・水・木・金曜日
※祝日、年末年始を除く
午後6:45～ 9:30　☎（２４）１１９９口座振替の方は事前に残高確認を！

場 　 　 所
休 日 診 療
診  療  日
診 察 時 間

夜 間 診 療
診  療  日

受 付 時 間

今月の納期は５月３１日（水）です！

◆ ◆

◆ ◆

◆ ◆

固　定　資　産　税

上　下　水　道　料

第 1 期

第 1 期

　

村
内
各
保
育
所
で
は
、毎
週
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
９
時

か
ら
16
時
に
お
い
て
、保
育
所
に
入

所
し
て
い
な
い
幼
児
等
に
園
庭
を

開
放
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、各
保
育
所
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
片
品
保
育
所

☎（
５
８
）３
１
７
２

○
南
保
育
所

☎（
５
８
）２
６
８
４

○
北
保
育
所

☎（
５
８
）７
５
３
０

軽 　 自 　 動 　 車 　 税

保
育
所
園
庭
開
放
の
お
知
ら
せ

※なお、ヨウ素 131 については、半減期が約 8 日と短くまた検出も
　されませんでしたので表には載せてありません。
※放射能測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予約の上
　ご利用ください。

学校及び保育所の給食についての放射性物質測定
結果のお知らせ
　結果は下表のとおりでした。今後も測定を続け公表していきます。
　なお、品目は主な献立のみ記述してあります。
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村
の
中
心
地
区
に「
情
報
発
信
」と「
賑
わ

い
」を
つ
く
り
、村
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
で
「
人
口
減
少
を
食
い
止
め
」「
将
来
に
わ

た
っ
て
輝
き
続
け
る
村
と
す
る
」た
め
に
、現

在
、
役
場
北
側
の
旧
花
の
谷
公
園
敷
地
及
び

周
辺
敷
地
に「
交
流
連
携
拠
点
施
設
」と
駐
車

場
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
来
年
７
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ほ
っ
こ
り
の
湯
か
ら
旧
花
の
谷
公
園
ま
で

の
交
流
連
携
拠
点
エ
リ
ア
の
中
で
、
ま
ず
は

中
心
施
設
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
４
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
工
事
の
進
み
具
合

や
施
設
の
内
容
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
名
称
や
農
産
物
出
荷
者
な
ど
の
募
集

に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
着
工
か
ら
の
進
捗
状
況

　
ま
ず
、
上
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。昨
年
９
月
に
着
工
し
て
以
来
、

９
ヶ
月
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
基
礎
工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
建
物

の
骨
格
が
見
え
て
き
ま
し
た
。ま
も

な
く
屋
根
工
事
も
終
わ
る
予
定
で

す
。

　
建
物
は
延
床
面
積
１
５
７
０
㎡
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
木
造
平
屋

建
て
で
す
。

　
こ
う
し
た
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
訪
れ
た
人
々
が
尾
瀬
の
郷
の
自

然
景
観
を
満
喫
で
き
、
鎌
田
地
区
の

街
並
み
景
観
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン

を
心
が
け
、
利
便
性
の
高
い
施
設
に

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
年
の
積
雪
の
関
係
で
工
事
の
進

捗
は
や
や
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
進
捗
が
待

た
れ
ま
す
。

４月１８日現在の工事の様子

◆
こ
れ
か
ら
の
工
事
予
定

　
建
物
の
骨
組
み
が
完
成
し
、
屋
根

工
事
が
ま
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
内
装
や

外
装
工
事
に
取
り
か
か
り
壁
や
床
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。電
気
・
ガ
ス
・

水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
機

械
設
備
工
事
も
同
時
に
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
駐
車
場
の
本
格
的
な
工
事

や
公
衆
ト
イ
レ
棟
の
建
設
、
植
栽
と

い
っ
た
整
備
も
夏
過
ぎ
に
は
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
施
設
全
体
の
概
要
は
、
こ
れ

ま
で
の
広
報
紙
で
村
民
の
皆
様

に
何
度
か
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
が
、
上
の
図
に
あ
る
よ
う

に
農
産
物
直
売
施
設
、
飲
食
施

設
、
交
流
施
設
と
情
報
発
信
の

た
め
の
事
務
室
、
そ
し
て
ト
イ

レ
や
眺
望
テ
ラ
ス
、
ガ
ー
デ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

直売施設
飲食施設

交流施設

情報発信

トイレ

中心施設平面図

◆
施
設
名
称
な
ど
を
募
集

　
既
に
９
回
に
わ
た
っ
て
検
討
委

員
会
を
開
催
し
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。そ
の
中
で
、
こ
の
施
設
に

つ
い
て
は
「
道
の
駅
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
国
土
交
通
省
へ
登
録
申
請
す

る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
で
、

知
名
度
や
信
頼
性
に
よ
る
利
用
者

の
増
加
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
・

県
か
ら
の
公
的
支
援
を
受
け
や
す

い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
右
の
囲
み
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
様
々
な
村
民
参
加
を
頂
く
た
め

の
ご
案
内
で
す
。ま
ず
、
施
設
の
名

称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。皆
様
か
ら

頂
い
た
ご
提
案
は
、
検
討
委
員
会
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、
村
で
正
式
決
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
う
か

多
く
の
皆
様
の
ご
応
募
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
今
後
、
農
産
物
や
加
工
品
な

ど
の
出
荷
者
及
び
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン

や
加
工
所
の
利
用
希
望
者
も
募
集

し
て
い
き
ま
す
。

●応募資格：片品村内に在住、在勤の方
●応募締切：６月１６日（金曜日）まで
●応募方法：全戸配布した応募用紙に必要事項を記入のうえ、
　　　　　　ご応募ください。
　　　　　　①道の駅の名称
　　　　　　②名称の意味（考えた理由）など
●選考方法：「片品村交流連携拠点整備に関する検討委員会」
　　　　　　での審議を踏まえ、村が決定します。
●賞　　品：採用された方には、賞状並びに副賞（特産品詰め
　　　　　　合わせ等）を進呈します。
●留意事項：①採用された名称の著作権、商標権、その他一切
　　　　　　の知的財産権は全て片品村に帰属します。
　　　　　　②他の道の駅の名称や、著作権、商標権等を侵害
　　　　　　していないものとします。
　　　　　　③同じ読み方の名称であっても、漢字、ひらが
　　　　　　な、カタカナ、アルファベット等で標記が異な
　　　　　　る場合にはそれぞれ別のものとみなします。

詳しくは、別途配布のチラシをご覧ください。

　
中
で
も
、
飲
食
施
設
の
北
側

に
あ
る
眺
望
テ
ラ
ス
で
は
、
足

湯
に
入
り
な
が
ら
目
の
前
に
尾

瀬
の
ア
ヤ
メ
平
を
眺
望
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
の
建
物
の
一
つ

の
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、交
流
施
設
で
は
、村
内

の
各
種
団
体
や
、
飲
食
店
経
営

者
な
ど
の
希
望
者
が
誰
で
も
飲

食
の
提
供
が
で
き
る
ミ

ニ
キ
ッ
チ
ン
を
設
置
す

る
計
画
で
す
。

　
さ
ら
に
、
建
物
に
併

設
し
て
、
村
民
で
あ
れ

ば
誰
で
も
食
品
加
工
が

で
き
る
小
規
模
な
加
工

施
設
も
整
備
を
し
ま

す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
、
施
設
の
大
き
な
特

色
と
な
っ
て
お
り
、
直

接
村
民
の
皆
様
が
参
加

で
き
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
来
年
７
月
の
完
成
・

オ
ー
プ
ン
ま
で
あ
と

14
ヶ
月
で
す
。こ
の
施

設
が
尾
瀬
の
郷
を
表
現

し
、
印
象
づ
け
る
魅
力

的
で
独
創
的
な
も
の
に

な
る
よ
う
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

来
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
目
指
し
て

着
々
進
む
交
流
連
携
拠
点
施
設
建
設
工
事

人
口
減
少
を
食
い
止
め

将
来
も
輝
く
村
へ

拠点整備の先駆けとして農産物販売しているかたしなや

眺望
テラス

ガーデン

第９回検討委員会

着
々
進
む
交
流
連
携
拠
点
施
設
建
設
工
事

来
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
目
指
し
て

片品村「道の駅」名称募集要項
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◆
日
光
〜
沼
田
の
中
間
点
に

　
施
設
の
位
置
は
、
右
の
地
図
で
お

分
か
り
の
よ
う
に
日
光
市
と
沼
田
市

を
結
ぶ
国
道
１
２
０
号
線
の
中
間
地

点
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
中
間
地
点
が
ま
さ
に
鎌
田
地

区
で
す
。役
場
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、小

学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
ほ
か
、
銀

行
や
郵
便
局
、
商
工
会
館
な
ど
が
集

ま
り
、
関
越
交
通
バ
ス
の
発
着
地
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。関
越
交
通
バ
ス

の
日
光（
中
禅
寺
湖
畔
）〜
片
品（
鎌

田
）便
は
、昨
年
５
月
か
ら
既
に
運
行

し
て
い
ま
す
が
、
今
月
か
ら
は
東
武

鉄
道
特
急
ス
ペ
ー
シ
ア
の
発
着
に
合

わ
せ
、
東
武
日
光
駅
〜
鎌
田
便
を
５

往
復
に
増
便
し
運
行
距
離
も
長
く
な

り
ま
し
た
。

　
東
照
宮
を
有
す
る
日
光
市
と
吹
割

の
滝
が
あ
る
沼
田
市
、
そ
し
て
世
界

に
誇
る
高
層
湿
原「
尾
瀬
ヶ
原
」を
有

す
る
片
品
村
。こ
れ
ら
の
地
域
全
体

は
広
域
国
際
観
光
地
域
と
し
て
、今
、

国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
、
日
光
に
は

海
外
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
訪
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
考
え
ま
す
と
、

本
村
の
交
流
連
携
拠
点
施
設
が
果
た

す
役
割
は
、
大
変
大
き
く
重
要
な
事

業
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
様
々
な
観
光
事
業
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
村
は
群
馬
県
・
栃
木

県
・
日
光
市
・
沼
田
市
と
と
も
に
、

期
成
同
盟
会
を
結
成
し
、
金
精
峠
の

年
間
開
通
を
国
土
交
通
省
な
ど
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

◆
安
全
第
一
の
駐
車
場
を

　
来
訪
者
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
家

用
車
や
観
光
バ
ス
、
バ
イ
ク
な
ど
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
た
め
、
施
設
は
駐
車
場
の
整

備
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。来

訪
者
が
安
全
に
駐
車
で
き
、
安
心
し

て
買
い
物
や
食
事
、
観
光
情
報
の
収

集
な
ど
を
で
き
る
よ
う
、
駐
車
場
の

収
容
台
数
は
約
１
０
０
台
を
予
定

し
、
バ
イ
ク
専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

も
設
け
、
観
光
バ
ス
は
施
設
内
で
乗

客
を
降
ろ
し
た
後
、
左
の
図
に
示
し

た
尾
瀬
駐
在
所
付
近
に
整
備
す
る
臨

時
駐
車
場
で
一
時
待
機
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
の

長
時
間
の
駐
車
も
臨
時
駐
車
場
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
国
道
か
ら
の
入
り
口
付
近
や
片
品

小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
発
着
所
の
出

入
り
に
関
し
て
は
、
最
大
限
の
安
全

確
保
に
努
め
ま
す
。

　
片
品
小
学
校
と
施
設
を
結
ぶ
横
断

歩
道
橋
は
、
そ
の
ま
ま
残
す
予
定
で

す
の
で
、
歩
行
者
の
安
全
面
も
十
分

考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
他
、
積
雪
期
の
安
全
や
観
光

バ
ス
が
多
く
来
訪
す
る
繁
忙
期
な
ど

の
対
策
も
講
じ
て
い
き
ま
す
。

農家が直接販売できる場
所が少なかったので、施設
ができて地元で作ったも
のが直接売れることで、生
産者のやる気が起きると
思います。その時期に、こ
こでしかないような新た
な商品作りにもチャレン
ジしたいです。

生産者のやる気に繋がる場所に

◆
尾
瀬
片
品
を
世
界
へ
発
信

　
施
設
の
オ
ー
プ
ン
ま
で
時
間
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
は
建
物
の
建
設

工
事
を
進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
オ
ー
プ
ン
後
の
運
営
に
当

た
っ
て
の
様
々
な
整
備
と
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
農
産
物
の
年
間
を
通
し
て
の
確
保

や
、出
荷
者
と
の
契
約
、飲
食
店
舗
の

メ
ニ
ュ
ー
、さ
ら
に
は
、情
報
発
信
の

た
め
の
宿
泊
施
設
や
観
光
地
と
の
連

携
な
ど
、課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
交
流
連
携
拠
点
施
設
や

周
辺
エ
リ
ア
は
、
村
の
中
心
に
あ
っ

て
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
々
の
拠

点
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
中
心
施
設
を
整

備
し
、
そ
の
後「
ほ
っ
こ
り
の
湯
」ま

で
の
周
辺
エ
リ
ア
を
観
光
や
交
流
、

文
化
面
を
考
慮
し
て
整
備
し
て
い
く

計
画
で
す
。

　
こ
う
し
た
事
業
に
と
っ
て
何
よ
り

大
事
な
こ
と
は
、
施
設
や
周
辺
エ
リ

ア
を
村
民
の
皆
様
が
愛
し
誇
り
に

思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
施
設
を
通
し
て『
尾
瀬
片
品
』

を
世
界
へ
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

村の観光の目玉として、直
売所で美味しい野菜があ
ることを広く知ってもら
い、地元の農産物が多く売
れるように、イメージアッ
プが図れればと思います。
これをきっかけに若い人
が帰って来てくれればう
れしいです。

イメージアップで若者のＵターンを

片品に来て５０年、バブル
で活気のある時もあった
けど、あっという間にさび
れてしまいました。施設が
できることで、みんなで頑
張って賑やかにしてもら
えるよう期待します。私も
何か協力できることがあ
ればしていきたいです。

みんなで頑張り賑やかな村へ

長年住んできて、当たり前
だと思っていた四季の移
り変わりや農産物の味な
どが、最近になってとても
良いものだと気付きまし
た。道の駅ができたら、村
に来てくれた人には品物
とともに村人の温かさを
持って帰ってもらいたい、
そんな場所になってほし
いです。

“ぬくもり”を持って帰れる場所に

情報発信の場として、お客
様に対して村内各地区の
良さを伝えられるよう、常
に活気のある明るい雰囲
気の場所であって欲しい
です。特にトイレなどの施
設の清潔さは大事だと思
います。滞在時間が延びる
よう、子ども達が遊べる場
所もあれば良いと思いま
す。

活気があり清潔感のある施設に

萩原　和典さん
（土出）

星野　利明さん
（築地）

奥原　悦子さん
（鎌田）

千明　富江さん
（摺渕）

星野　智弘さん
（東小川）

村

民

の

声

駐車場配置図

中心施設

役
場

片品小学校
P❶

P❷

P❸

臨時P

鎌田信号

尾瀬駐在所

尾瀬じどうかん

文化センター

寄
居
山
公
園 至沼田

至尾瀬

至日光

テラス予定地付近から尾瀬アヤメ平を望む

（日光－片品－沼田広域観光図）
施設位置図

至 

東
北
道

至 

川
場
村

尾瀬国立公園
国
道
４
０
１
号
線県道64号線

吹割の滝

国道120号線

至 関越道

日光東照宮

交流連携拠点施設

P
❹
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沼田警察署尾瀬駐在所及び谷川警備隊に感謝状を贈りました
　平成 29 年４月１３日に沼田警察署において、片品村長から沼田警察署
尾瀬駐在所へ、また尾瀬美化愛護協会長（片品村長）と尾瀬山小屋組合長か
ら谷川警備隊に感謝状を贈りました。
　尾瀬駐在所は、第５１回全国中学校スキー大会、第７０回国民体育大会冬
季大会スキー競技会、第６６回全国高等学校スキー大会など平成２６年か
ら開催された多くの大会において事故防止など多大な貢献をされました。
　また、谷川警備隊は、尾瀬の安全のための入山指導や事故防止活動により
多大な貢献をされました。
　今後も片品村の行政及び村民の生活向上のために、ご指導ご協力をいた
だきたいと思います。

　４月１０日（月）に『（仮称）尾瀬じどうかん』が開館しました。
　当日は、片品保育所の園児らが来館し、元気いっぱいに遊んで
いました。
　この児童館は、小さなお子さんから保護者まで、楽しく過ごせ
る仕掛けがたくさんあります。今回はその一部を紹介させてい
ただきます。
　１階の『ゆうぎしつ』は片品産の木材をふんだんに活用した
広々した空間に、クライミングボードや登り棒を活用した階段
などで元気よく遊ぶことができます。

（仮称）尾瀬じどうかん　スタート！！

入園・入学者数
○片品保育所　１３名　○片品南保育所　４名
○片品北保育所　５名
○片品小学校　２３名　○片品中学校　２４名

　４月５日（水）に各保育所で入園式があ
り、４月７日（金）には小学校・中学校の
入学式が行われました。
　初々しい姿の新入生が、これからの生
活に胸を膨らませ入園式・入学式に参加
していました。小・中学校では、新入生呼
名では大きな声ではっきりと返事を行っ
ていました。
　これから、楽しい生活が待っています。
勉強や運動、遊びに力いっぱい励んで下
さい。
　これからの、皆様のご活躍をお祈りい
たします。

保育所入園式、小・中学校入学式！！　～新たな学舎に胸膨らませ、新年度スタート～

　隣接した『すこやかルーム』（幼児室）は若葉をイメージした色彩に木製の
壁面遊具と小さなお子さんも安全に楽しめます。
　『おんがくしつ』は防音になっておりますが、とびらを開放すると『ゆうぎ
しつ』でのリトミックなどにも活用することができます。
　２階の『じどうクラブしつ』は開放的な景色と広々とした空間により、児童
の放課後の生活の場を確保し、爽快な気分で宿題に取り組めると感じており
ます。
　この児童館を拠点として、片品村の子育て等をサポートしていけるよう努
めて参ります。

　片品村地域おこし協力隊の活動も、この４月で 3 年目を迎えま
した。
　新年度も、より多くの村民の皆さんと関わりながら活動をより
具体化するため、協力隊の体制が新しくなりました。

　●本間優美・中村茉由　【NPO法人　武尊根BASE】
　●斉藤隼人　　　　　　【尾瀬ツーリスト】

　村内で皆さんとお会いする機会も増えるかと思いますので、ぜ
ひお気軽にお声がけください。
　３年目も引き続きよろしくお願いします。

地域おこし協力隊
～　“小さくても輝く村”を目指す新しい力を　～

地 

域おこし
協力隊

３シーズン目がスタート！

辞令を手にする協力隊員たち

元行政相談委員林聖子さんに
総務大臣から感謝状が贈られました

おどれ鯉のぼり・花の里

　平成１９年４月からの１０年間、行政相談委員として国や地
方公共団体が行っている業務に対する村民の相談役としてご尽
力いただいた越本の林聖子さんが、平成２９年３月３１日を
もって退任され、総務大臣から就任期間中のご苦労をねぎらう
感謝状が贈られました。
　林聖子さんには今後も村政のために、ご指導ご協力をいただ
きたいと思います。
｠ （

右
）
千
明
村
長
、

（
中
央
）
林
聖
子
さ
ん
、

（
左
）
奥
山
群
馬
行
政
事
務
所
長

　４月２３日（日）花の駅鯉のぼり広場におい
て、第３区の住民で組織している武尊観光開
発協会（会長 横坂喜一）の皆さんによる鯉の
ぼりの設置作業が行われました。
　好天に恵まれた中での作業で約３００匹の
鯉のぼりが無事に取り付けられ、花咲の空を
泳ぐ姿に、訪れた観光客も記念撮影をするな
どして楽しんでいる様子でした。
　関係者の皆様、大変お疲れ様でした。

（むらづくり観光課）

第１８回花の駅かるた大会
　３月２５日（土）花の駅・片品において、第１８回花の駅上毛かるた
大会が開催されました。今回は５５名の子供達の参加があり、読み手
の永井一弘さん（鎌田）のご指導の中、熱戦が繰り広げられました。
　参加・応援して頂きました皆様、大変、ありがとうございました。

▼高学年　団体の部　
　優勝　星想真・入澤知丸・高橋賢太
▼低学年　団体の部　
　優勝　松浦燦・星野あず・桑原悠里
▼第二部　団体の部　
　優勝　星遥輝・星野大翔・小石海茅・星野瑛糸
▼高学年　個人の部　
　優勝　吉野結音｠
▼低学年　個人の部　
　優勝　佐藤彩花
▼第二部　個人の部　
　優勝　桑原翔太 大会に参加者されたみなさん

緊張感あふれる真剣勝負 !!

左から、中村地域課長、神保署長、千明村長、
伊藤谷川警備隊長、新井谷川警備隊員
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
九
年
四
月
俳
句
会

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
ふ
子
見
ず
な
り
過
疎

の
村

春
昼
や
友
の
受
賞
句
文
字
太
し

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙　

北
窓
を
開
け
て
新
た
な
人
と
会
ふ

厨
水
ポ
ト
リ
と
一
滴
春
の
夜
半

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

鉢
合
す
羚
羊
愛
し
芽
吹
山

水
温
む
放
流
い
そ
ぐ
鮎
の
稚
魚

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

春
寒
や
足
踏
み
し
て
居
る
花
便
り

春
寒
し
猿
が
剥
き
た
る
桑
の
皮

　
　
　
　
　

幡　

谷　

千
明　

政
夫

社
会
え
と
と
び
だ
す
孫
や
若
葉
風

耕
耘
機
の
空
に
輪
を
書
く
二
羽
の
鷹

　
　
　
　
　

桜
花
苑　

寺
岡　

貞
子

雪
解
け
や
芽
吹
き
待
た
る
る
蕗
の
薹

小
流
れ
の
音
に
目
覚
む
る
蕗
の
薹

　
　
　
　
　

菅　

沼　

戸
丸
と
し
子

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
香
が
包
む
八
畳
間

飯
事
の
馳
走
に
見
立
て
春
の
草

　
　
　
　
　

菅　

沼　

戸
丸　

富
子

家
並
み
に
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
梅
の
花

幼
子
の
笑
顔
に
以
た
り
福
寿
草

尾瀬国立公園誕生１０周年記念
「第１０回尾瀬文学賞俳句大会」のお知らせ
　尾瀬国立公園が日光国立公園から分離独立し、会津駒ケ
岳などを編入して２９番目の国立公園に指定されたことを
記念して創設された尾瀬文学賞が第１０回目を迎えます。
　過去９回とも各方面から多数応募いただき、俳句を通し
て尾瀬をはじめ片品村の豊かな自然に思いを寄せていただ
きました。
　地球規模での環境問題が叫ばれる昨今、豊かな自然環境
を守り活かしながら人々の営みを後世に残していくととも
に、自然と共生しながら環境問題に積極的に取り組んでい
くことが肝要と考えます。
　そこで、村民をあげて、尾瀬文学賞俳句大会を盛り上げて
いくとともに、この取り組みを通じて群馬県民や全国に、そ
のことを発信していきたいと考えます。

▼俳句募集要項（抜粋）
○応募規定　
　四季を通した尾瀬や、片品村の自然を題材にしたもので、未発表作品
○部　門
　小学生・中学生・一般
○投句料
　２句１組につき１，０００円（ただし、小・中学生は無料）
○投句締切
　９月６日（水）まで
○賞
　特選・特別賞・優秀賞・入選

▼表彰式（予定）
○期　日　１１月３日（金）午前１１時～
○場　所　片品村文化センター
○その他　会場にて片品の特産品等の販売を計画しています。
｠
＊詳細につきましては今後、実行委員会専門部会にて検討いたします。

▼問い合わせ先　教育委員会事務局　☎（５８）２１４４

｠
小学生の部　前橋市　　青木大河
『尾瀬ヶ原ハッチョウトンボ風と飛ぶ』
｠
中学生の部　太田市　　高橋春花
『水芭蕉風の号令ゆれていく』
｠
一般の部　伊勢崎市　田島石舟
『呼びかけに山は緑の声返す』

昨年の特選

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

花
便
り
一
句
を
添
え
て
胸
の
内

恙
な
く
共
に
米
寿
や
春
の
旅

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

日
溜
り
に
梅
花
の
匂
ふ
通
り
道

蕗
の
薹
食
べ
て
今
年
も
長
ら
え
よ

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

春
の
色
昭
和
の
小
町
今
は
杖

花
は
ま
だ
婆
送
り
け
り
入
園
児

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

又
一
軒
空
家
に
な
り
ぬ
名
残
雪

生
命
線
母
似
と
思
ふ
春
炬
燵

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

廉
一

墓
ま
い
り
花
を
た
む
け
て
手
を
合
は
す

雪
吊
り
の
縄
を
と
か
れ
て
空
碧
し

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

イ
ン
フ
ル
の
鶏
の
埋
葬
春
寒
し

目
の
検
査
受
け
春
愁
の
始
ま
れ
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

鶺
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教育委員会　６月の諸行事

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー  ６月

　大阪天満の呉服商「五鈴屋」の女衆だった幸は、請われて五
代目徳兵衛のご寮さんになる。先代の放蕩で傾いた身代を日本
一の大店にしようと、商いの工夫をこらすが…　　　　　　　
　「ご寮さんこそ店主の主。才気と知恵と礼儀と情がある」

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日
あきない世傳金と銀

三　奔流篇

作　髙田　郁

☆生涯学習・社会体育関係
・おもしろ科学教室
・村民･区対抗ゴルフ大会
・第 34 回体協長杯ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
・社会人野球大会夏季リーグ戦
・文化財巡り

・老連会長杯グラウンドゴルフ大会
・第 64 回家庭婦人バレーボール大会

☆学校関係
・小中連携拡大推進委員会①

◇片小 
・交通指導 安全点検 
・プール開き
・１・２年バス旅行
・３・４年バス旅行
・６年交歓会保護者会議
・学校保健委員会①
・１年心臓検診
・５年尾瀬学校①
・５年尾瀬学校②
　６月には、１・２年バス旅行、３・４年バス
旅行、５年尾瀬学校が予定されています。
　また、１２日には、６年の交歓会保護者会議
があります。保護者の皆様のご協力をお願いい
たします。

◇片中
・PTA 挨拶運動①
・交通指導日
・集金日
・避難訓練（不審者対応）
・同窓会役員会Ⅰ
・学校保健委員会
・学校関係者評価委員会Ⅰ
・PTA 挨拶運動②
・校内マラソン大会 
・PTA 親子ふれあい環境整備
・尾瀬環境ボランティア
・期末テスト
・心臓検診
・尾瀬学校
　マラソン大会は女子発走１０：２０、男子発
走１０：５０です。ぜひ応援にご来校ください。
　平成２９年度片中 PTA 活動が始まりました。
お忙しい中ですが参加、協力をよろしくお願い
いたします。

※午後１時３０分～５時３０分開室
※日曜、祝日　　　はお休みです。

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

10 日（土）
12 日（月）

中旬
26 日（月）～

6 日（火）
13 日（火）
20 日（火）
27 日（火）
        中旬

下旬

5 日（月）

 
1 日（木）
6 日（火）
9 日（金）
9 日（金）

12 日（月）
15 日（木）
26 日（月）
29 日（木）
30 日（金）

1 日（木）
1 日（木）
6 日（火）
6 日（火）
9 日（金）

13 日（火）
15 日（木）
15 日（木）
16 日（金）
16 日（金）
21 日（水）

22 日（木）・23 日（金）
26 日（月）
30 日（金）

April is the start of the new school year! 
It is too bad that the sakura trees have not 
bloomed yet in Katashina, but regardless, many 
changes have come to Katashina. Many teachers from 
both the elementary and middle school have left, and 
several new teachers have arrived at both schools. To 
those new teachers, welcome to Katashina! The 
students who graduated elementary school are also 
starting a new chapter in their lives. Middle school 
comes with its own set of challenges, but I hope you all 
can learn many things while enjoying your school lives! 
This is all actually very different from America. In 
America, the new school year starts in August or 
September after summer vacation. Also, teachers do 
not have to move. Once they start working at a school, 
they are allowed to work there until they find a job 
somewhere else, they retire or they are fired. It is just 
another one of the interesting differences countries 
have!  
　４月は新しい学年のスタートです！桜がまだ咲いてないの
が残念ですが、片品にもたくさんの変化がありました。片品
小学校と片品中学校の先生がたくさん異動したし、新しい先
生も何人か片品に来ました。片品へようこそ！片品小学校か
ら卒業した生徒も人生の次のページへ歩みを進めました。中
学校には色々な困難もありますが、楽しみながら、学んで欲
しいなと思います。
　日本の学校の始まりはアメリカとはだいぶ違います。アメ
リカの新学年は夏休みの後、８月または９月に始まります。
そして、先生たちは異動しなくてもいいです。学校で働いたら、
他の仕事に就く、退職する、またはクビになる以外、ずっと
その学校で働いても大丈夫です。これは他の国とのおもしろ
い違いです！

ALT Carey Leung通信
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聞きます！とどけます！
あなたの声を行政に !!　
～行政相談所をご利用ください～

動物駆逐用煙火（轟音玉）
講習会開催について
　近年、有害鳥獣による農作物等の被害が増えており、今
年は、サルに加えイノシシ等による被害が予想されます。
次の動物駆逐用煙火講習会を受講し、轟音玉（花火）によ
る追い払いで、農作物の被害防除を行いましょう。

１．講習会
▼日時　６月４日（日）午前１０時３０分
▼場所　役場２階研修室

２．申込み
▼受講料
・継続 1,500円・更新3,700円・新規 4,200円
○顔写真１枚
（横2.5 ㎝×縦３㎝
裏面に名前を記入･バックに背景のないもの）
▼申込期限　
５月１９日（金）までに農林建設課窓口で申込み
▼問い合わせ先
農林建設課　　☎（５８）２１１３

　群馬県農業公社において、「農地中間管理事業」によ
る農地の中間的受け皿として希望者を募集していま
す。
　担い手への農地集積と集約化を推進し、農地の有効
利用や農業経営の効率化を図るため、農地を貸したい
人と借りたい人の間に、営利を目的としない群馬県農
地中間管理機構が仲介するので、安心して農地の貸し
借りができます。
　しかし、一定の条件等がありますので、まずはご相談
ください。
｠
▼問い合わせ先
○農林建設課・農政係　
☎（５８）２１１３

○公益財団法人群馬県農業公社
「群馬県農地中間管理機構」
・農地管理係
☎０２７（２５１）１２２０

農地を貸したい人
農地を借りたい人の募集について

毎日の暮らしの中で、
○給料が支払われずに困っている
○年金の手続きが解らない
○道路に段差があって危ない
○どうしてよいか解らない
など行政（国、県、市町村や特殊法人の業務）に関する要
望、困りごとはありませんか？
　総務大臣から委嘱された行政相談委員飯塚睦夫さん
が、苦情や意見・要望を村民の皆様からお聞きし、解決
のお手伝いをします。お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。
　なお、毎月の定例相談所、電話、特設相談所などで、
日々相談を受けていますのでご利用ください。
▼開催日
●　５月９日（火）　　●　６月　６日（火）
●　７月４日（火）　　●　８月　１日（火）
●　９月５日（火）　　●１０月１７日（火）
●１１月７日（火）　　●１２月　５日（火）
●　１月９日（火）　　●　２月　６日（火）
●　３月６日（火）
▼開催時間　午後１時３０分～午後３時３０分
▼開催場所　役場２階指導室

▼問い合わせ先
総務課　☎（５８）２１１１

自動車税は
５月３１日（水）までに忘れずに！

　自動車税は、道路の整備だけでなく、医療、福祉、教育の
充実など、安心・安全な暮らしを確保するための財源と
して大切に使われています。

▼自動車税はコンビニエンスストアのほか、県内金融機
関、郵便局、行政県税事務所、自動車税務所、「Pay-easy
（ペイジー）」対応のインターネットバンキング、モバイル
バンキング、ＡＴＭでも納税できます。

※注意：軽自動車税は市町村に納める税金です。軽自動
車税についても納期限までに納税して下さい。

●継続検査用、構造等変更検査用の納税証明書について
　自動車を譲渡する場合には納税証明書も一緒に渡し、
自動車を譲り受ける場合には納税証明書も一緒に受け取
りましょう。

▼問い合わせ先
○利根沼田行政県税事務所
☎（２２）４３３６
○群馬県自動車税事務所
☎０２７（２６３）４３４３

おしらせ
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「児童手当」現況届の手続きを
お忘れなく　
　児童手当は、子どもを養育している人の生活の安定と、子
どもの健やかな成長を願い、支給されます。受給者は、６月
中に現況届の手続きが必要になります。上旬に現況届用紙
を郵送しますので、所定の事項を記入して（すでに記入して
ある事項は確認して）期間内に提出して下さい。
　現況届は、６月１日現在の子どもの養育状況などを確認
するもので、提出しないと引き続き受給資格があっても６
月分以降の児童手当は支給されません。

▼受付期間
６月１２日（月）～３０日（金） 
午前８時３０分～午後５時１５分（土・日は除く）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
▼提出場所　保健福祉課　児童福祉係
▼添付書類等
・印鑑
・課税情報の確認に係る同意書（署名は自筆でお願いしま
す） ・受給者が厚生年金などに加入している人は、受給者の
保険証の写し ・子ども（１８歳未満対象）の住所が本村以外
にある場合には「その子どもの属する世帯全員の住民票の
写し（省略のないもの）１通、（１６歳～１８歳未満の子ども
の住民票は第３子の確認）と、監護生計同一申立書（保健福
祉課窓口にあります）

▼問い合わせ先　　
保健福祉課　　☎（５８）２１１５

　前橋地方法務局及び群馬県人権擁護委員連合会
では、人権擁護委員法が施行された日（昭和２４年
６月１日）を記念して、「人権擁護委員の日」特設人
権相談所を開設します。
　子どもに関すること、家庭内や近所のもめごと
等、人権問題や困りごとなどで悩んでいる方はお
気軽にお近くの特設相談所へお越しください。料
金は無料で、秘密は固く守ります。
　なお、特設相談所へお越しになれない方につき
ましても、通常どおり前橋地方法務局及び沼田支
局でも電話相談等を受け付けておりますのでご利
用ください。

●片品村特設人権相談
・日時　６月１日 (木 )　午後１時３０分～４時
・場所　役場２階指導室
｠

▼問い合わせ先
○沼田人権擁護委員協議会
（前橋地方法務局沼田支局内）
☎（２２）２５１８
○全国共通人権相談ダイヤル
☎０５７０（００３）１１０｠

「人権擁護委員の日」
全国一斉特設人権相談について

第１３回「今残したい片品の景観」写真コンテストを開催 !!
片品村の美しい自然・歴史・文化・祭りなどの景観や尾瀬と人との関わりなどを素材
とした作品を募集します。入賞作品は写真展やイベント等で展示いたします。
▼応募規定
　カラー・白黒写真の四つ切りプリント（ワイド四
つ切りは不可）。未発表または発表予定のない作品に
限る。（デジタルプリントの場合は銀塩処理したも
の。画像加工禁止・インクジェットプリント不可）
▼応募方法・応募上の注意
　作品の裏面に応募票を貼付し、役場まで持参また
は郵送してください。
　入賞作品の版権（著作権）・所有権・使用権は主催
者に帰属します。入賞された方は、作品原板を必ず提
出してください。
※詳しくは募集チラシをご覧下さい。
▼締め切り
　９月２９日（金）当日消印有効
▼発表
　１０月下旬
　入賞作品は直接本人に通知いたします。
▼審査委員
　日本写真協会会員　新井幸人氏
　片品村文化協会写真部

▼賞
　●片品村長賞　　　　１点　賞金５万円＋副賞
　●片品村議会議長賞　１点　賞金２万円＋副賞
　●片品村副村長賞　　１点　賞金２万円＋副賞
　●「商工会長・森林組合長・観光協会長・利根沼田農
　　協片品支店・片品村景観審議会会長・むらづくり観
　　光課長」賞・尾瀬特別賞　
　　　　　　　　　　各１点　副賞
　●特選・入選　　各１０点　記念品

第１２回村長賞受賞作品「丸沼」 峰川文一 様
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　今年１月末に尾瀬の郷親善大使に就任された梅沢富美男氏が９月１７日（日）に開催される２０１７片
品村収穫祭の前日に公演していただくことが決定しました！！
　「せっかく片品村で公演をさせていただくのだから地元の方をメインに楽しんでいただきたい」という
梅沢氏のご希望により村民のみを対象としてチケットの先行販売会を開催する運びとなりました。
　下記のとおり『梅沢富美男劇団片品村特別公演』のチケットの先行販売会を開催いたしますので、ご観覧
をご希望の方は是非この機会にお求めいただきますようお願いいたします。

●タイヤ
１０～１３インチ
〃ホイール付き
１４～１８インチ
〃ホイール付き
215－15インチ以上
〃ホイール付き
トラック15～16インチ
〃ホイール付き
大型２０インチ以上
●農機具タイヤ
１２インチ以下
１２～１４インチ
１５～１８インチ
１９～２４インチ

●バッテリー
バイクバッテリ－
普通自動車（１２Ｖ）
●スキー用具他
スキー１６０㎝未満
スキー１６０㎝以上
カービングスキー
〃プレート付き
スノーボード
ボードブーツ
スキーブーツ１組（大）
スキーブーツ１組（小）
●無料で回収できる品目
ストック
タイヤホイールのみ

２００円
４００円
３００円
５００円
４００円
６００円
５００円
８００円

１，２００円

５００円
７００円

１，０００円
２，０００円

有　料
無　料

３００円
４００円
４００円
５００円
４００円
３００円
４００円
３００円

無料
無料

▼問い合わせ先　農林建設課　　☎（５８）２１１４

廃タイヤ・廃バッテリー・スキー用具の有料回収について
▼日　　時：６月４日（日）
▼受付時間：午後１時３０分～午後３時３０分（雨天決行）
▼場　　所：文化センター駐車場（正面玄関周辺）
※取り扱う品目は以下のとおりです
※今年度より古着回収も無料で行います。

耐震診断募集
【片品村木造住宅耐震診断者派遣事業】

片品村住宅新築改修等補助制度を
継続実施いたします。

　村内に存在する木造住宅の耐震診断を受けようとする
ときに、村が耐震診断者を派遣して耐震診断を実施する事
業です。
▼募集棟数　　２棟
▼募集対象　　木造住宅
○昭和５６年５月３１日以前に着工した一戸建て住宅又
は併用住宅（住宅部分の床面積が２分の１以上のもの）
○平屋建て又は２階建てのもの
○在来軸組工法で建築したもの
▼募集対象資格者
○派遣対象住宅の所有者かつ居住者
○村税の滞納がない者
▼耐震診断費用
○耐震診断料は、全額片品村負担
○耐震診断者の旅費は、診断を受ける方が負担（約３千円）
※耐震診断を受ける家屋の平面図が必要です。（平面図が
ない場合は、別途作成費用が必要です）
▼申込期間　５月１日（月）～９月２９日（金）

▼申込・問い合わせ先
　農林建設課　☎（５８）２１１４

　村では、住宅環境の向上等するために行う工事費用
の一部を補助します。
｠
①村内に建築された個人住宅及び併用住宅の新築、改
修、修繕、補修又は増築工事であること（店舗、事務所、
車庫等に対する工事は除く）
②対象者は村内に居住し、住民基本台帳法に登録され
ている人
③工事費用が２０万円以上であること
④補助額は工事費用（税抜き）の１０％以内で２０万
円を限度とする
⑤用意していただくものは、工事概要がわかる書類等
（見積書写し、工事前の写真、平面図など）
▼特記事項
○施工業者は、片品村内に
本社・本店を有すること
○世帯の中に村税等を滞納
している人がいないこと

▼申込・問い合わせ先
　農林建設課
　☎（５８）２１１４

試験の種類 申込用紙配付
場所及び提出先 受付期間 第１次試験日 第１次試験

合格発表日
第２次
試験日

最終合格
発表日

第１回統一試験
（大学卒業程度）

片品村役場
総務課

５月　９日（火）
～

６月１４日（水）
７月２３日（日） ８月上旬 ８月下旬 ９月中旬

１．試験日程等｠

２．受験資格・採用人員等
試験の区分 受験資格 採用人員 採用予定日

第１回統一試験　
（大学卒業程度） 
（一般事務）

昭和５７年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者で、
学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した者、又は平
成３０年３月３１日までに卒業見込みの者

若干名 平成30年
4月1日

第２回統一試験
（高校卒業程度）
（保育士）

片品村役場
総務課

７月　３日（月）
～ 

８月　９日（水）
９月１７日（日） １０月上旬 １０月下旬 １１月中旬

昭和５７年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者
で、保育士資格を有するか、取得見込みの者に限る

平成８年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた者
（学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した者は除く）

第２回統一試験
（保育士）

第２回統一試験
（高校卒業程度）

平成２９年度片品村職員採用試験の案内

『梅沢富美男劇団』
片品村特別公演チケット先行販売のお知らせ !!

公演日：９月１６日（土）　午前の部　１０時３０分～、午後の部　３時３０分～

○販売日　　　５月２５日（木）、２６日（金）の２日間
○販売時間　　午前１０時～午後３時まで　
○販売場所　　片品村文化センターロビー
○販売金額　　１枚５,０００円【村民限定特別価格】　
　　　　　　　（通常価格１枚６,０００円）
○販売枚数　　午前の部　３００枚　午後の部　３００枚
○購入に必要な持ち物　
→片品村民であることを証明できる（免許証・保険証等氏名と
住所がわかる）もの、購入代金
※購入枚数の制限はいたしません。
※先着順で全て指定席となりますのでご了承ください。
※チケットご購入後の返金については一切受付いたしませんの
でご了承ください。
　　　　　
▼問い合わせ先　片品村観光協会　☎（５８）３２２２

▼問い合わせ先　　総務課　☎（５８）２１１１
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片品村教育委員会委員が交代しました

　平成１９年９月から、片品村教育委員としてご活躍
いただいた、井上隆至委員（幡谷）が、３月３１日をもっ
て退任され、後任に、桑原邦明委員（御座入）が、３
月定例議会で同意され、４月１日に村長より任命され
ましたので、お知らせいたします。

（教育委員会）

尾瀬ブランド認定品　商品紹介
「尾瀬ブランド認定品」は、片品村の資源や素材などを活かした優れた商品です。
このコーナーでは、これらの商品を広く知って頂くため、事業者（５０音順）ごと
に紹介していきます。

尾瀬ブランド委員会事務局
（むらづくり観光課）

みゆき寿し　ご注文　FAX（５８）４３２０

    みゆき寿しの尾瀬びる漬け
　片品村の特産品である尾瀬びる（行者にん
にく）は、独特な風味があり、栄養価も高く、
疲労回復・滋養強壮・美肌効果も期待され
ています。また、保存料・着色料は、一切使用
しておらず、当店特製のタレに漬けこんで
造った贅沢なお漬物です。
　食べて美味しく、元気みなぎる一品です。
お土産にも、ご利用いただければと思います
ので、是非一度、ご賞味ください。

　過去５年※以内に国民年金保険料の納め忘れがある方
は、申し込みにより、平成３０年９月までに限り納め忘れた
分の国民年金保険料を納めることができます。
※過去５年とは、納めようとする月前５年以内の期間です。
（例）平成２４年１２月分の場合→平成２９年１２月末まで
納付可能となります。
　後納制度を利用して国民年金保険料を納めることで、年
金の受給資格が得られる可能性があったり、将来受け取る
年金額が増額するといったメリットがあります。

　今回は民宿を営んでいる花咲の星野秀子さんに「あんぴん」と「蒸
かしまんじゅう」を教えていただきました。あんぴんの材料のもち米
は自家栽培のものです。もち米を蒸かすときのコツは、真ん中にくぼ
みをつけること、布巾でむらなく覆うことがよく蒸かすことができる
ポイントだそうです。また、蒸かしたもち米が布巾についたら布巾を
縦にしてジャバジャバこすらず水面を叩くように洗うと米粒が取れ、
きれいになることを教えていただき「なるほど !!」と目から鱗（うろこ）
でした。宿泊しているお客さんには冬は手作りうどんを食べてもらい、
夏は一緒にあんぴんを作り、手土産としてもてなしています。
　蒸かしまんじゅうの生地は地粉と重曹、水を入れただけのものです
が、とても大きくふくらんだおまんじゅうでふわふわしていてあんこ
とマッチしています。あんこも手作りで小豆の風味が絶妙で、甘さも
丁度よくおいしかったです。

退任の　井上　隆至　氏

～わが家の伝えたい味～　お宅訪問に行ってきました食育コーナー

５０ｇ　５９０円

―後納制度―　過去５年間に納め忘れた国民年金保険料はありませんか？

軽自動車税の減免申請について
　障害者手帳をお持ちの方で、障害の程度、軽自動車の所
有者など一定の条件を満たしている場合には、申請によ
り軽自動車税が減免になる場合があります（障害の種類・
程度によっては減免にならない場合も有ります）。　
　また、自動車税（県税）の減免を受けている方は重複し
て減免を受けることはできません。

年金だより

紹介します！
飯塚睦夫さんが行政相談委員に委嘱されました！
　平成２９年４月１日付けで飯塚睦夫さんが総務大臣から行政相談委員に委嘱されま
した。
　行政相談委員は、国道・国税・登記など国の業務、地方公共団体が国から委任や補
助を受けて行っている国民年金や生活保護などの業務についての苦情や意見などの相
談を受けますので、お気軽にご相談ください。
　相談は特に春秋行われる特設相談所や村の心配ごと相談と合同にて行われるほか、
日々口頭、電話、手紙などで受付しますので、ご相談ください。相談は無料で秘密は
守ります。
▼相談等の問い合わせ先　総務課　　☎（５８）２１１１

就任の　桑原　邦明　氏

委嘱された飯塚睦夫さん

　昨年からたくさんのお宅に伺い、郷土食（おふくろの味）や伝統食などを教えていただきました。郷土
食や伝統食には各地域ごとの特色があり、風土に合った知恵と工夫が込められ昔から伝えられてきたもの
があります。食べ物がいつでもどこでも手に入る現代だからこそ、食文化を見つめ直し、「昔の味・昔の知恵」
を次世代に伝えていきたいと思いました。
　最後に取材に協力してくださった村民の皆さま大変ありがとうございました。

（保健福祉課）

大
き
な
蒸
か
し
ま
ん
じ
ゅ
う
！

た
く
あ
ん
の
油
炒
め
と

甘
酒
も
セ
ッ
ト
で

み
ん
な
に
好
評
な
あ
ん
ぴ
ん

　新規に申請をする方は、「身体障害者手帳」・「運転
免許証」・「車検証」・「印鑑」を持参して役場住民課
窓口で手続きをしてください。

○申請期限　５月２４日（水）

▼問い合わせ先
住民課軽自動車税担当　☎（５８）２１１６

【ご利用いただける方】
①２０歳以上６０歳未満の方で、
５年以内に納め忘れの期間（免除
以外）や未加入期間がある方
②６０歳以上６５歳未満の方で、
①の期間のほか任意加入中に納め
忘れの期間がある方

③６５歳以上の方で、老齢年金の受給資格がなく任
意加入中の方　など
※６０歳以上で、すでに老齢基礎年金を受け取って
いる方は申し込みできません。
　詳しくは、年金手帳など基礎年金番号がわかるも
のをご用意いただき、年金事務所または「ねんきん加
入者ダイヤル」へお問い合わせください。
▼問い合わせ先
○渋川年金事務所国民年金課
☎０２７９（２２）１６０７
午前８時３０分～午後５時１５分まで
○ねんきん加入者ダイヤル
☎０５７０（００３）００４
０５０から始まる電話でおかけになる場合は
☎０３（６６３０）２５２５にお電話ください。
午前８時３０分～午後５時まで
第２土曜日午前９時～午後５時まで



16

おしらせ

広 報 か た し な        H29 . 517 広 報 か た し な        H29 . 5

月 火 水 木 金 土・日

○片保内科健診①
○片保日脳
　予防接種①

○七転び八起き会

○乳児健診
　受付：午後１時
　～１時３０分

○沼田病院巡回
　診療

○南保内科健診
○北保、南保、
　日脳予防接種①

○七転び八起き会
○尾瀬高
　内科健診①

○尾瀬高
　内科健診②

○はつらつくらぶ ○片小日脳Ⅱ期
　予防接種ほけんだより

○いきいきシル　
　バー教室

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26
○片保内科健診②
○片保日脳
　予防接種②

○ぴんしゃん教室

○はつらつくらぶ

ちゃん山崎　龍和
やまざき　　 りゅうわ

平成 28 年 5月 6日生　（父）龍哉　（母）彩

（鎌田）

命名について
父と同じ「龍」を使い、それにやわらか
い印象の字を組み合わせたかったか
ら。人との和を大切にしてほしいとい
う思いから。
将来は・・・

思いやりのある優しい子、協調性のあ
る子になってほしい。笑顔の絶えない
毎日を送ってほしい！

ちゃん萩原　碧生
はぎわら　　　 あお

平成 28 年 5月 18 日生　（父）岳史　（母）麻衣子

（東小川）

命名について
『碧』の字にある「王」のような貴賓が
あり真っ「白」な心と「石」のように硬
い意志を持って生きていって欲しい
と思いつけました。
将来は・・・

きれいな澄み切った心をもって碧色
のように落ち着いて人に優しくでき
る人になってほしいです。

Fresh
Young

さん本多　佳史
ほんだ

30歳 （鎌田）

よしふみ

１．何処へお勤めですか 
役場　保健福祉課

２．趣味は何ですか
卓球・テニス・読書・
スノーボード・釣りなど。

７．村民の方へメッセージをお願いします
須賀川に祖母の家があったので良く遊びに来ていました。
皆さん見かけたら気軽に声をかけてください。

５．好きな異性のタイプ
やさしい人

６．目標があれば教えてください
外からの転入なので早く村のみんなと打ち解けたい。

昭和61年9月25日生　（父）秀人　（母）千佳子

４．村内のおすすめスポットは
花咲温泉

３．片品をどう思いますか
自然が豊かで良いところ。
小さい時は祖母の家で良く
カジカとりなどをしました。

保健福祉課からのおしらせ 健康増進カレンダー　【6月】

　利根沼田保健福祉事務所では、「こころの健康相談」を
行っています。
・眠れない
・イライラして落ち着かない
・仕事が手につかない
・不登校
・産後うつ
・認知症
・薬物、アルコール依存
などでお困りの方、その他の心配事のある方は、ぜひお
気軽にご相談ください。精神科医師・保健師がお話を伺
います。
　都合で来所出来ない場合は電話相談も受けつけます
ので、ご利用ください。

○予約制となりますので、あらかじめ電話で予約をお願
いします。

こ　こ　ろ　の　健　康　相　談

▼精神相談
○相談日時　
第１～第４水曜日（午前または午後）に相談をおこなっ
ています。（予約制）
毎月第１・第３水曜日（午後１時３０分～４時３０分）
毎月第２・第４水曜日（午前１０時～正午）
○場所　
利根沼田振興局　利根沼田保健福祉事務所
（沼田市薄根町４４１２）
○相談対応　
精神科医師、保健師

▼問い合わせ先
利根沼田保健福祉事務所　
保健係（精神保健担当）
☎（２３）２１８５（代）　

骨髄移植ドナー支援事業がはじまりました！
　骨髄または末梢血幹細胞のドナー提供者及びドナー登
録者の増加を図り、骨髄等移植を推進するための費用助
成をします。

▼対象者
　次の全てに該当する方を対象とします。
①骨髄等の提供を行った方または最終同意後に骨髄等の
提供が中止になった方
②提供日または最終同意日に村内に住所のある方
③ドナー休暇制度を設けている企業・団体等に属してい
ない方
④他の自治体等で同様の主旨の助成金を受けていない方
⑤村税の滞納がない方

▼助成額
　骨髄等の提供に係る入院または面談の日数に２万円を
乗じて得た額とし、１回の提供につき１４万円を限度と
します。

①健康診断のための通院
②自己血貯血またはＧ-ＣＳの
ための通院または入院
③骨髄等の採取のための入院
④その他骨髄バンクまたは医
療機関が必要と認める通院、
入院または面談

個別健診について

▼申請方法
　骨髄等提供日から３０日以内または最終同意後提供が
中止になった場合は同意日から１８０日以内に以下の書
類を提出する。
①片品村骨髄ドナー助成金交付申請書兼請求書（様式第
１号）
②骨髄バンクが発行する骨髄等の提供を行ったことを証
する書類
③骨髄等の提供に係る通院等をしたこと及び通院をした
日を証する書類

　利根沼田の医療機関で特定健診及び子宮がん・乳がん
健診が無料で受けられます。
▼特定健診
・実施期間　６月１日から１０月３１日
・申し込み
　配布された特定健診受診票を持参し保健福祉課窓口で
個別受診用の受診票と引き替える手続きを行って下さ
い。

▼子宮がん、乳がん健診
・実施期間　６月１日から９月３０日
・申し込み
　配布された子宮がん・乳がん健診受診票を持参し保健
福祉課窓口で手続きを行って下さい。

▼問い合わせ先
保健福祉課保健係　　☎（５８）４０２０
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